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要旨：福井県の六呂師高原において特定外来生物オオハンゴンソウの分布を調べた．2021 年 7 月に六呂師高原を自

動車で移動し，オオハンゴンソウを確認した地点の位置情報と生育地の規模を記録した．六呂師高原内でオオハン

ゴンソウを 32 地点で確認した．オオハンゴンソウの大規模な生育地は人間活動のある農耕地の近くにあった．オオ

ハンゴンソウが河川の上流から下流に分布拡大したと推測される分布パターンがあった． 
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Fukui Nature Conservation Center*1, Aki MIZUGUTI2, Risa INOUE2, Ayaka MURANO2. 2022. Results of 

a survey on the distribution of the invasive alien species, Rudbeckia laciniata, in the Rokuroshi Plateau. 

Ciconia (Bulletin of Fukui Nature Conservation Center) 25:205-208.  

We conducted a survey on the distribution of the invasive alien species, Rudbeckia laciniata, at the Rokuroshi 

Plateau in Fukui Prefecture. The survey was conducted in July 2021 by car in the Rokuroshi Plateau, and we 

recorded the location and size of the habitat at the sites where we found R. laciniata. In the Rokuroshi plateau, we 

confirmed R. laciniata at 32 points. Large-scale growth areas were identified near agricultural fields with human 

activity. There was place where the distribution of Rudbeckia laciniata was assumed to have expanded from 

upstream to downstream area. 
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はじめに 

福井県にある六呂師高原は大野市北東部と勝山市

の境に位置する，経ヶ岳と保月山のふもとに広がる

標高 520 ～850 mの溶岩台地である（福井県自然保

護センター 2020）．六呂師高原は牧場として利用さ

れ放牧がおこなわれており，牧歌的な景観が広がる．

また六呂師高原には県内でも数少ない湿原があり，

湿地性の植物の貴重な生育地にもなっている．一方

で，六呂師高原には外来生物法で特定外来生物に指

定されているオオハンゴンソウが侵入，生育してい

る（福井県安全環境部自然環境課 2011）． 

オオハンゴンソウは北アメリカ原産の多年生草本

であり，明治中期に観賞用に導入され，日本では北海

道～琉球に生育する（自然環境研究センター2019，

清水ら 2001，北村 1981）．路傍，荒地，河原，湿原

など，肥沃で湿った環境に生育し，湿原や林床に生育

する在来植物と競合し駆逐するため，日本各地の侵

入先で問題となっている（自然環境研究センター

2019）．六呂師高原にある池ヶ原湿原でも，オオハン

ゴンソウが希少な湿地性植物と競合し駆逐すること

を危惧し，地元の企業・団体・小学校や県，市などで

構成される池ヶ原湿原保全・活用協議会はオオハン

ゴンソウの除去活動を実施している（福井県自然保

護センター2018）．しかし，池ヶ原湿原の周囲にオオ

ハンゴンソウが生育していると，除去活動を継続し

ても，そこからオオハンゴンソウが新たに侵入し，繁

茂するおそれがある．逆に，池ヶ原湿原のオオハンゴ

ンソウを起源として六呂師高原の他の場所へオオハ

ンゴンソウが分布を拡大するおそれもある．このよ

うな危険性を把握するために，今，どこにどれくらい

の規模でオオハンゴンソウが分布しているという情

報が必要だが，六呂師高原でオオハンゴンソウの分

布調査が実施されたのは 2011年であり（福井県安全

環境部自然環境課 2011），以降，調査および報告はさ

れていない． 

そこで，六呂師高原のオオハンゴンソウが池ヶ原

湿原に新たに侵入する危険性，および池ヶ原湿原か

らオオハンゴンソウが分布拡大する危険性を把握す

るために，六呂師高原においてオオハンゴンソウの
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分布調査を実施した． 

 

調査方法 

調査は平成 22年度外来生物分布調査・駆除業務報

告書（福井県安全環境部自然環境課 2011）を参考に

実施した．2021 年 7 月 18 日に六呂師高原内の車道

を自動車で移動し，オオハンゴンソウの生育の有無

を確認した．また車道から把握が困難な場所の一部

は歩いて生育の確認をした． 

オオハンゴンソウの生育を確認した場合は，GPS

で位置情報を記録し、あわせて生育地の規模を 4 段

階（ランク 1：畳 1 枚くらいまでの大きさ，ランク

2：コンパクトカーくらいまでの大きさ，ランク 3：

大型バスくらいまでの大きさ，ランク 4:大型バスを

越える大きさ）で記録した． 

 

結果と考察 

調査距離の総延長は 15.8 km であった．オオハン

ゴンソウを 32 地点で確認した．うち 13 地点は平成

22年度の調査で確認していない地点であった（図 1）．

図１ 調査範囲およびオオハンゴンソウ確認地点．図中のA，Bは図2と対応．Cの説明は本文に記載．地理院タイルに調査経路，

オオハンゴンソウの確認地点および一部の水路を追記． 
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ランク別の内訳は，32 地点のうちランク 1 が 10 地

点，ランク 2 が 9 地点，ランク 3 が 6 地点，ランク

4 が 7地点であった．大規模な群落は，牧場の牛舎付

近および農耕地の周辺にあった（図 1，図 2）． また

大規模群落（図 1 の A，標高 530 m）の付近を通る

河川の 1.5 km下流（図１のC，標高 385 m）でオオ

ハンゴンソウの生育を確認した． 

オオハンゴンソウの種子散布型は重力散布である

（浅井 2015）．重力散布では種子は親個体の付近に

落下し，親個体の生育する環境で定着することが多

いが，雨水で流され河川に至りさらに下流へ運ばれ

る，あるいは靴の裏に泥と一緒に付着しさらに自動

車のタイヤに付着して運ばれるなどの経路で長距離

散布されることがある．今回の調査では，河川を経路

として分布拡大していると考えられる分布パターン

があった（図 1のAからC）．河川を経路とする分布

拡大の場合，拡がる方向は上流から下流に限られる。

池ヶ原湿原は標高 608 mと六呂師高原の中でも高標

 

 

  

  

        

        

図２ オオハンゴンソウ確認地点の様子．A，Bは図1と対応．図中の点線で囲った範囲は繁茂しているオオハンゴンソウ．破線で

囲った範囲は水田． 
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高に位置しており，池ヶ原湿原でオオハンゴンソウ

の種子が大量に生産されると，そこから河川を通じ

て六呂師高原全体にオオハンゴンソウの種子が運ば

れ，流れ着いた先でオオハンゴンソウが定着，繁茂す

るおそれがある．六呂師高原全体にオオハンゴンソ

ウを定着させないためにも，池ヶ原湿原おけるオオ

ハンゴンソウの除去および種子生産の抑制は重要で

ある．  

また今回の調査では，人間の活動のある農耕地等

の周辺においてオオハンゴンソウの大規模な群落が

あった（図 1，図 2）．現在の大規模群落から靴裏，

自動車のタイヤ等にくっつき，オオハンゴンソウの

種子が運ばれ，池ヶ原湿原に新しく侵入定着するお

それがある．一方，池ヶ原湿原も自然観察会やオオハ

ンゴンソウの駆除作業等，人間活動がある場所であ

る．池ヶ原湿原のオオハンゴンソウの種子が六呂師

高原に拡がることのないよう，活動の前後に靴をブ

ラシで掃除するなどの取組みが必要である． 
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